
第
4
固
定
例
会

維
新
の
港
な
が
は
ま
⑪

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
そ
っ
た
健
康
管
理
を
②

年
金
コ
ー
ナ
ー
ー
人
権
作
文

確
定
申
告

い
ん
ふ
お
め
し
ょ
ん

王
子
ケ
E
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

新
成
人
者
名
簿

ル
ポ
文
芸

表
彰
・
1
歳
で
す
・
寄
付
採
納

戸
籍
ほ
か

P
2
 

P
7
 

P
8
 

P
9
 

P
l
0
 

P
13
 

P
14 

P
15 

P
1
6
 

P
17 

P
1
8
 

¥月
号
2002 
No.537
号

広幸R

1
月
1
3
日
、
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
平
成
1
4
年
成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
成
人
者
1
1
 8
人
の

う
ち
、
9
7
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
(
p
1
 5
に
関
連
記
事
)

2
0
歳
の
門
出
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ニ十歳からの出発



活
力
水
源
林
一
誘
導

事
業
等
へ
の

補
助
金
本
ど

十
二
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
て
-
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
、

八
千
百
七
十
五
万
三
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
六
十
六
億
四
千
一
二
百
七

十
二
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕
中
山
間
地
域
等
対

策
費
と
し
て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
に
要
す
る
交
付
金
等
一
千
八
一
白
三
十

長
浜
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、

開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
五
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
十
三
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
四
号
)
な

ど
の
議
案
十
四
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
四
件
は
、

さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、

一般質問の答弁を行う西田町長

十
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
一

日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で

い
ず
れ
も
受
理
採
択

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
↓
万
二
千
円
を
補
正
。

ま
た
、
林
業
振
興
費
と
し
て
、
森
林

組
合
が
実
施
す
る
活
力
水
源
林
誘
導
事

業
等
三
事
業
へ
の
補
助
金
及
び
、
森
林

整
備
モ
デ
ル
林
に
お
け
る
存
上
地
区
森

林
保
全
事
業
に
係
る
工
事
請
負
費
等
一

千
九
百
三
十
一
万
一
一
千
円
を
補
正
。

〔
土
木
費
〕
県
営
仁
事
費
と
し
て
、
特

定
道
路
緊
急
整
備
工
事
等
に
伴
、
つ
県
営

事
業
費
に
対
す
る
負
担
金
一
千
五
百
三

十
万
五
千
円
を
補
正
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
"
を
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
拠
し
、
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。改
正
の
主
な
も
の
は
、
期
末
手
当
が

年
間
0
・
五
か
月
削
減
さ
れ
一
一
一
一
・
五
五

か
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
民
間
と
の
差

額
分
と
し
て
、
平
成
十
四
年
一
一
一
月
に
特

哩-量臨

給
食
問
問
題
に
つ
い
て

河
口
の
堆
嶺
砂
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

十
五
年
度建
設
の
方
向
で

質
問
;
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
い
っ

こ
う
に
実
現
す
る
兆
し
が
な
い
が
、
い

つ
ど
の
よ
う
な
形
で
実
現
す
る
の
か
。

例
一
時
金
が
一
律
三
千
七
百
五
ト
六
円

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

購

富

ご官
，::..子

一議園田一

ま
た
、
町
長
の
給
食
に
対
す
る
理
念
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
さ
ら
に
、
外
部

委
託
の
話
は
本
当
か
。
や
る
と
な
れ
ば
、

独
肘
老
人
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
等
も
含

め
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
最
後

に
、
時
に
は
町

P
連
の
給
食
検
討
委
員

会
へ
も
出
席
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
給
食
実
施
の
時
期
・

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
長
浜
町
学
校
給

食
問
題
審
議
委
員
会
の
答
申
や
、
学
校

給
食
検
討
委
員
会
の
報
告
を
真
塾
に
受

け
止
め
検
討
し
て
き
た
結
果
、
本
町
の

財
政
問
題
等
の
現
状
を
踏
ま
え
、
中
学

校
の
み
単
独
で
の
調
理
場
白
校
方
式
の

前
提
で
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、

教
育
委
員
会
で
は
平
成
卜
五
年
度
建
設

の
方
向
で
検
討
を
重
ね
て
き
て
い
る
、

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

私
は
、
愛
情
弁
当
に
よ
り
親
子
の
紳

は
強
く
醸
成
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

願
わ
く
ば
そ
う
い
っ
た
形
態
が
望
ま
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、

女
性
の
社
会
進
出
等
い
ろ
い
ろ
な
社
会

情
勢
が
変
化
し
て
い
る
中
、
給
食
に
よ

る
親
の
負
担
軽
減
等
、
給
食
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

民
間
へ
の
委
託
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
安
全
性
や

経
済
性
等
、
様
々
な
検
討
を
し
、
最
善

の
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

独
居
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

事
業
を
委
託
し
て
、
す
で
に
六
十
五
歳

-2-



以
上
の
独
間
高
齢
者
等
に
対
し
、
月
一
一

川
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設

に
伴
い
、
事
業
充
実
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
給
食
投
討
委
員

会
へ
の
出
席
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ

の
れ
題
は
教
育
的
観
点
が
ほ
十
常
に
強
く
、

教
育
委
員
会
と
い
う
別
系
の
分
野
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
私
の
立
場
と
し
て

は
、
一
方
で
は
迫
切
な
施
設
を
作
る
責

任
が
あ
り
、
様
々
な
勧
点
か
ら
検
討
し

て
最
善
の
方
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る

J

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
給
食
問
題

は
具
体
的
な
各
論
に
入
っ
て
お
り
、
議

会
に
お
い
て
も
松
々
な
号
、
え
を
集
約
い

と
だ
き
、
ご
指
導
圃
ご
助
一
吉
を
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

洪
水
対
策
が
必
要
な

現
実
が
あ
る

質
問
・
'
・
仁
久
の
川
岸
を
埋
め
し
げ
一
て
始

め
た
頃
よ
り
、
赤
橋
下
流
の
砂
の
堆
積

が
顕
著
に
見
ら
れ
出
し
た
。
早
期
に
撤

去
を
お
願
い
し
た
い
。
治
水
の
た
め
に

は
川
帽
を
広
げ
な
い
と
い
け
な
い
の
に
、

並
行
し
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
自
然
の

こ
と
は
机
上
の
論
理
だ
け
で
は
わ
か
ら

ず
、
子
を
加
え
る
の
は
な
る
べ
く
避
け

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
治
水
一
式
々
を
い

う
な
ら
ば
、
民
立
を
聞
き
、
下
流
か
ら

伺
川
整
備
を
寸
ゐ
べ
き
で
ほ
な
い
か
。

答
存
(
町
長
)
;
仁
久
堤
防
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
十
一
月
の
刊

量
立
入
説
明
去
、
平
成
八
年
六
月
の
実

施
計
画
説
明
会
と
い
う
干
順
を
踏
み
、

施
工
計
川
に
つ
い
て
も
、
一
千
成
十
一
年

山
丹
、
一

R
j
四
似
の
区
長
さ
ー
ん
に
説

明
協
古
川
ど
行
い
施
工
内
芥
を
文
書
で
周

知
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
工
事
若
子
三
れ

な
一
一
と
を
確
認
し
て
い
る
ご
決
し
て
、

住
民
が
無
制
さ
れ
た
経
緯
の
中
で
壮
一
め

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
)
ぬ
防
筒
所
い

つ
い
て
は
、
流
心
々
向
と
河
川
法
棋
を

考
慮
し
、
流
一
「
能
力
に
卜
ノ
~
咋
の
生
じ
な

い
筒
一
昨
の
み
前
出
し
さ
れ
た
も
の
rV
あ

る
(

J

砂
の
堆
併
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
的
駐
与
の
運
耐
に
支
障
辻
来
さ
な

い
も
の
と
聞
い
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に

し
て
ら
、
注
意
深
〆
¥
見
守
り
、
管
理
者

で
あ
る
国
土
交
通
省
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
随
時
対
応
で
き
る
方
策
を
講
じ

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
山
然
の
驚
異
は

計
り
知
れ
な
い
こ
と
、
下
流
域
か
ら
の

河
川
整
備
、
広
い
川
幅
等
に
つ
い
て
は

私
も
同
直
で
あ
る
が
、
一
々
、
中
流
域

が
整
備
え
」
れ
た
状
況
下
、
洪
水
対
策
が

必
要
だ
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
私
は
行

政
の
責
任
者
と
し
て
、
長
浜
に
と
っ
て

ど
れ
か
ベ
ス
ト
な
の
か
と
い
う
苧
)
と
を
、

議
会
・
住
民
の
背
さ
ん
と
相
談
し
な
が

ら
判
断
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

堤防整備がなされた仁久地区

国
の
軽
減
措
置
に準
じ
て

賞
問
・
・
・
収
入
に
応
じ
た
介
護
似
険
料
、

ま
た
、
利
用
料
の
は
額
拍
世
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
第
一
号
杭
保
険
者

の
保
陥
料
に
つ
い
て
は
、
法
施
行
後
、

卜
二
年
四
日
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間

は
保
険
料
を
徴
収
せ
ず
、
そ
の
後
の
十

月
か
ら
翌
作
十
九
日
ま
で
の
一
年
間
は
、

経
過
的
に
三
分
の
一
の
特
例
措
置
が
行

わ
れ
て
い
る
。
当
町
の
作
恥
科
の
基
準

額
は
年
初
三
万

μ
川
で
あ
る
が
、
第
一

U

ザ
被
保
険
者
の
保
向
料
に
つ
い
て
は
、

五
段
滑
り
附
特
段
階
別
の
定
額
保
険
料

宇
を
採
用
し
、
低
所
得
者
層
の
負
担
軽

減
を
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
保
加
入

者
の
第
-
一
日
す
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
、

所
得
に
応
じ
た
七
割
、
五
割
、
二
割
の

軽
減
い
い
世
を
講
じ
て
い
る
。

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
川
と
し
て

介
護
什

i
ビ
ス
費
用
の
一

O
%
は
利
用

者
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
所
得
に
応

平
成
十
四
年
震予
算
に
つ
い
て

次
期
間
長
選
へ
の
出
馬
に
つ
い

健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
て

質
問
・
・
・
一
千
成
十
四
年
度
計
拝
編
成
に

あ
た
り
、
叫
財
政
見
通
L
は
ど
う
な
の
か
。

ま
た
、
重
点
施
策
は
何
か
。
そ
の
一
っ

と
し
て
、
町
の
山
内
'
化
の
た
め
に
、
プ

レ
ξ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
枚
数
を

増
や
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
か
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

じ
て
一
定
額
を
超
え
た
分
は
高
額
介
一
一
夜

費
用
!
と
し
て
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
し
れ
担
の
公
平
性
か

ら
、
こ
れ
以
上
の
軽
減
に
つ
い
て
は
国

の
軽
減
措
嵩
に
準
じ
完
施
し
て
い
る
が
、

こ
の
制
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

実
務
に
携
わ
る
我
々
と
し
て
は
、
そ
の

都
度
目
に
対
し
て
声
を
川
け
、
さ
ら
に

充
実
し
た
制
度
に
し
て
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
り

日

高

B召

友

性
一
隅
口
県

答
弁
(
町
長
)
;
山
一
及
び
地
方
財
政

は
棋
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
本
町

の
ト
四
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
、
事
業
の
重
要
性
・
緊

九

J
U

性
・
住
民
の
要
求
度
等
を
判
断
し
な

が
ら
計
間
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

重
点
施
策
で
あ
る
が
、
大
和
(
明
)

地
区
土
地
反
両
整
理
事
業
の
推
進
を
は

じ
め
、
長
浜
港
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

従
来
の

f
算
確
保
に
向
け
積
極
的
に
取



り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
学
校
給

食
に
つ
い
て
は
十
主
年
度
施
設
整
備
に

向
け
た
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
保
育

所
統
廃
合
に
つ
い
て
も
方
向
性
を
見
い

だ
し
た
い
)
市
町
村
人
川
併
問
題
に
つ
い

て
は
、
取
り
組
み
体
制
整
備
を
早
急
に

昨
立
し
た
い
一
υ

さ
尽
に
、
景
気
汁
円
以
に

資
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
算
の
許

す
範
閲
で
計
闘
的
、
机
続
的
仁
推
進
し

て
い
き
た
か
。

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
財
源
の

大
半
を
山
め
る
地
方
支
什
税
が
大
幅
減

額
と
な
り
、
公
債
費
比
率
の
増
高
等
、

よ
変
厳

L
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
Jγ恕

さ
れ
る
。
事
業
見
直
し
は
も
と
よ
り
、

粁
常
的
経
世
の
削
減
、
公
債
曹
の
削
減

に
努
め
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
た

ね
出
引
と
毘
広
い
初
日
割
お
宮
守
反
日
己
目

U
B伝
統

い
と
与
え
て
い
る
口

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
こ
好
評
を
頂

三
、
町
の
活
性
化
の
一
軍
一
を
担
っ
て
い

る
も
の
と
川
相
伝
し
て
お
り
、
当
十
川
は
現

行
の
八
千
組
(
八
万
八
千
枚
)
を
発
行

し
、
そ
の
い
恨
の
販
売
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
迫
加
発
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の

指
在
の
と
ご
ろ

白
紙
の
状
態

同
一
民
間
-
-
-
一
凶
出
町
長
の
今
期
四
午
間
を

振
り
返
り
、
私
は
そ
の
子
腕
を
高
く
評

仙
す
る
。
今
川
政
、
当
町
の
将
来
に
と
っ

町活性化の一翼を担っている長浜町高品券

岸
本
口
調
庖
j
仁
久
閣
の

道
監
改
農
事
業
に
つ
い
て

晴
海
j
嵐
展
望
台
に
連
絡
す

る
道
路
改
良
工
事
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

今
坊
地
宮
中
山
閣
部
を
住
宅
・

別
荘
の
山
道
進
地
域
と
し
て

P

R
す
る
こ
と
に
つ
い
て

日間
71、
に

く
要
望

し
て
い
き
た
い

質
問
:
川
県
道
大
洲
長
浜
線
の
、
川
市
本

石
油
匝
i
仁
久
間
の
改
良
工
事
に
つ
い

て
、
長
期
化
し
て
い
る
珂
由
は
何
か
υ

て
重
要
な
市
町
村
合
併
問
題
も
あ
り
、

そ
の
核
と
な
る
べ
く
、
次
期
町
長
直
に

出
馬
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
平
此
十
年
六
川
に

町
長
就
任
以
来
、
私
は
議
会
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
町
の
諒
題
解
決
に
向
け
て
努

力
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

次
期
町
長
選
ヘ
の
考
え
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
全
く
白
紙
の
状
態
で
あ

る
。
来
年
度
予
算
の
編
成
後
、
自
ら
の

考
え
を
一
不

L
た
い
と
考
え
て
お
り
、
し

ば
ら
く
の
時
聞
を
い
た
だ
き
た
い
。

畏

活車
翠主主

世
一
隅
回
国
れ

間

ま
た
、
住
民
へ
の
対
応
ほ
ど
ろ
し
て
き

土

ωか
。
さ
ら
に
、
今
一
一
似
の
計
両
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
改

ι
L事
長
山
化

の
要
因
は
、
公
阿
訂
正
に
不
測
の
時
聞

を
安
し
て
い
あ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
作

業
が
平
成
ト
五
年
度
末
ま
で
か
か
る
予

定
で
あ
る
。
改
良
工
事
は
、
地
権
者
の

ご
協
力
を
買
い
た
と
し
て
、
事
務
的
作

業
を
行
い
、
著
工
ま
で
に
壮
一
一
一
年
程
度

を
安
ー
す
る
の
が
一
般
的
工
科
で
あ
る
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

関
係
者
へ
の
汁
応
で
あ
る
が
、
平
成

七
年
末
に
全
体
の
説
明
を
行
っ
て
以
来
、

ご
心
況
を
煩
わ
せ
て
い
む
も
の
と
察
し

て
い
る
が
、
個
々
の
事
情
は
別
と
し
て
、

基
本
的
に
は
ご
理
解
い
た
疋
い
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
の
改
良
計
画
に
つ
い
て
は
、
現

存
准
め
ら
れ
て
い
る
よ
ろ
に
い
周
部
改
良

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
右
工
順

併
は
山
と
し
て
、
仁
久
f

中
学
校
前
、

紺
屋
町
の
信
号
機
;
国
道
三
七
八
号
を

含
む
交
差
点
付
注
の
整
備
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
一
一
年
で
も
早
ぐ
整
備
し
て
い

た
だ
く
よ
う
県
に
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
十
五
年
度
末
の

完
成
を
円
指
し
て

茸
間
・
:
晴
海
l
嵐
展
望
台
に
連
絡
す

る
道
路
改
良
1
事
は
、
宇
部
区
聞
が
陸

橋
と
な
り
長
期
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
、
見
過
し
は
ど
、
つ
な
の
か
。

ま
た
、
工
事
期
間
中
の
迂
同
路
は
成

用
足
踏
切
を
函
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

4 

成田屋踏切

い
J

見
通
し
が
悪
く
品
思
の
事
態
も
予

測
さ
れ
る
が
、
対
応
策
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
υ

答
弁
(
町
長
)
:
・
当
路
線
は
、
現
在

荷
架
橋
等
泊
志
事
業
を
韮
め
て
お
り
、

千
成
十
五
汗
度
末
の
完
成
を
目
桁
じ
て

い
る
。
工
事
に
伴
い
、
迂
回
路
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
な
る
町
一
泊
今
坊
築
地
一

号
線
の
成
田
屋
踏
切
の
件
に
つ
い
て
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
同
道
と
の
交
r

」
川
市
の

視
距
の
問
題
等
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
同
道
管
理
杭
自
の
県
に
対

L
改

許
策
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

J
R
踏

切
や
地
形
的
条
件
か
ら
抜
本
的
な
対
応

は
難
し
い
も
の
の
、
叫
ん
己
的
措
世
L
しし

て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

l
設
置
や
、
遮
へ
い

川
造
物
の
改
苔
等
、
要
宣
し
て
い
ど
さ
た



い
L
一
号
、
え
て
い
る
。

立
地
希
望
者
に
い
か
に

行
政
的
対
応
が
で
き
る
か

質
問
ョ
・
"
今
坊
地
区
の
中
山
間
部
に
は
、

近
年
十
七
一
円
の
住
宅
・
別
荘
が
建
築
さ

れ
て
い
る
が
、
ミ
れ
ら
の
適
地
と
し
て

町
と
し
て

P
R
し
て
は
ど
、
っ
か
り
ま
た
、

飲
料
水
確
保
の
た
め
、
町
水
道
の
広
域

的
利
用
推
進
を
望
む
U

併
せ
て
、
排
水

に
つ
い
て
も
、
河
川
や
育
献
の
一
部
の

利
用
許
可
を
頂
け
れ
ば
、
什
叫
宅
干
の
誘

致
が
し
十
す
く
な
る
と
思
、
つ
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

答
持
(
町
長
〕
:
新
し
く
住
宅
や
別

荘
等
が
立
地
す
る
場
合
、
開
発
行
ぬ
な

タ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
で

第
一
一
一
次
開
発
事
業
基
本
計
画

に
つ
い
℃

環
境
保
全
の
万
全
を
期
す
る

た
め
肱
川
の
水
賞
調
査
を
す

守
合
要
山
飼
い
つ
い
で

見
直
し
案
を
ベ
ー
ス
に

質
問
i
町
長
は
、
「
町
に
と
っ
て
治

ど
の
様
々
な
問
削
や
、
道
路
、
斗
同
川
市

水
・
排
水
、
ご
み
、
山
防
な
ど
の
問
題

が
ク
リ
ア
さ
れ
、
か
っ
、
地
一
応
住
民
の

皆
さ
ん
と
協
川
し
な
が
ら
事
業
の
叶
批
准

が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
の
上
な
い
町
の

活
性
化
策
で
あ
ろ
っ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
私
は
、
行
政
が
先
行
し
て
ヌ

地
適
地
と
し
て
の

P
R
を
行
う
の
で
な

く
、
立
地
希
望
者
の
計
画
に
い
か
に
行

政
的
対
応
を
す
る
ニ
と
が
可
能
で
あ
る

か
と
い
ろ
ご
と
を
考
え
て
い
る
ο

仮
に
、

団
地
的
人
公
立
地
計
州
等
で
あ
れ
ば
、
な

お
さ
ら
協
力
申
し
上
げ
、
定
住
促
進
に

も
寄
与
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
行
政
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
円
る
。

宮

時
且
〈

昭
一
輔
自
国
間

水
に
ダ
ム
は
必
要
」
と
の
趣
凶
日
で
国
・

県
に
要
望
し
て
い
る
。
私
は
、
山
し
て

「
治
水
は
必
要
で
な
い
」
と
い
う
考
え

で
は
な
く
、
あ
え
て
山
然
を
壊
し
て
ま

で
ダ
ム
を
珪
誌
す
る
必
要
は
な
く
、
他

の
い
力
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
な
ぜ
治
水
の
ダ
ム
が
必
要
な

の
か
。
ま
た
、
周
囲
県
へ
の
要
望
の
前

に
、
町
民
の
一
心
志
を
聞
く
べ
き
で
あ
っ

た
と
考
え
る
が
、
今
後
、
各
弛
区
で
住

日
比
へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る
考
え
崎
な

い
の
か
。

答
弁
(
当
町
)

j
五
月
十
七
日
に
、

国
土
交
通
省
か
ら
「
見
直
し
一
定
」
が
肱

川
流
域
市
町
吋
に
一
川
さ
れ
、
長
浜
町
と

し
て
も
、
特
別
委
品
会
と
共
に
、
肱
川

の
現
状
、
現
計
岡
、
見
直
し
案
を
検
一
針

し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
見
直
し
案
は

「
分
水
が
セ
ソ
ト
で
は
あ
る
が
、
現
時

点
に
お
い
て
は
考
慮
可
能
な
対
応
誌
を

制
祥
し
、
流
域
の
治
木
・
利
水
・
環
境

を
優
先
し
た
も
の
で
あ
り
、
評
価
す
る
つ
」

と
い
う
意
見
集
約
を
頂
い
た
。

十
一
月
七
日
に
は
、
分
水
事
業
が
ダ

ム
建
設
の
日
的
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
流
域
の
理
事
会
を
開

催
し
、
今
村
恨
の
対
応
に
つ
い
て
「
行
政

と
し
て
治
ぷ
対
策
等
の
責
任
か
ら
、
洪

水
や
一
山
烏
坂
ダ
ム
建
設
及
び
鹿
野
川
ダ

ム
改
造
と
堤
防
整
備
で
防
ご
う
と
す
る

見
直
し
案
に
一
万
さ
れ
た
治
水
対
策
、
十
一
阿

川
環
境
保
全
対
策
、
利
水
対
策
な
ど
、

肱
川
の
謀
題
解
消
方
策
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。
」
旨
の
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ま
た
、
十
一
月

十
六
日
の
出
国
地
方
整
備
同
事
業
汗
価

監
視
委
日
会
で
は
、
山
鳥
町
ノ
y
ム
事
業

に
つ
い
て
、
「
計
尚
一
再
構
築
を
前
提
に

事
業
継
続
と
す
る
事
業
者
の
判
断
は
妥

当
」
と
の
審
議
結
果
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

仮
に
、
巾
予
分
水
事
業
中
止
に
件
い
ペ

ダ
ム
事
業
空
ず
H
紙
と
な
っ
た
と
す
る

な
ら
、
司
、
肱
川
の
給
水
事
業
の
松
幹
を

同
ふ
が
す
大
き
な
問
哩
で
あ
る
。

こ
の
よ
ろ
な
こ
と
か
ら
、
見
直
し
案

を
ベ

l
ス
に
治
水
事
業
生
寸
を
促
進
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
最
善
の
方
策
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
、
住
民
説
明
会
に

つ
い
て
は
、
今
問
、
肱
川
の
総
合
治
水

対
策
や
河
川
市
境
等
を
踏
ま
え
、
流
域

と
国
・
同
一
小
川
り
合
意
形
成
可
能
な
一
計
凶
の

再
構
築
業
が
提
示
さ
れ
た
段
階
で
開
催

す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

国
で
は
、
百
年
に
一
回
の
洪
水
に
対

応
で
き
る
刈
川
整
備
を
さ
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
、
堤
防
並
備
だ
け
で
な
く

ダ
ム
に
頼
ら
ざ
る
を
仔
な
い
唄
状
が
あ

る
。
今
仕
も
、
下
流
域
の
堤
防
幣
備
を

強
く
要
望
す
る
と
共
に
、
内
比
一
院
し
案

に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
和
み
k
げ
て
き

た
こ
と
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
流
域
と

し
て
、
白
治
体
と
し
て
き
ち
っ
と
し
た

方
向
付
け
を
し
、
検
証
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
c

基

也許
容面iの町.

鬼
I宜
し
を

質
問
--E
第
二
次
開
発
革
本
市
出
の
中

で
、
県
営
仁
医
で
引
帽
し
て
い
る
小
型

冊
だ
ま
り
、
環
境
緑
蛇
へ
ゆ
水
族
館
・

味
党
観
光
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
に
つ
い

て
、
も
っ
と
強
く
県
に
働
き
か
村
、
早

則
完
成
に
努
内
す
べ
き
で
は
な
い
か
ハ

ま
た
、
小
型
船
日
だ
ま
め
に
つ
い
て
で

あ
ゐ
が
、
漁
港
は
漁
業
の
斗
産
某
盤
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
の
か
。
さ

ら
に
、
こ
の
事
業
は
も
う
二
十
年
も
経

過
し
て
い
る
が
、
一
元
田
の
原
削
は
何
か
日

早
期
完
成
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
ふ

今後の整備に期待が寄せられる環境緑地



で
あ
る
が
、
県
営
で
の
整
備
は
平
成
十

」
一
年
度
で
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
初
計
画
の
水
族
館
等
に
つ

い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
駐
車
場
を

除
き
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

上
屋
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
が
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ

り
、
今
後
は
、
町
が
事
業
主
体
と
し
て
、

田
園
県
の
補
助
事
業
を
導
入
し
た
中
で

の
整
備
方
針
を
烹
て
、
長
浜
の
良
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
拠
点
づ
く

り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

小
型
船
だ
ま
り
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
五
年
に
概
成
予
定
で
あ
り
、
計

幽
ど
お
り
進
捗
し
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
。
小
型
船
だ
ま
り
は
、
漁
業
活
動

の
拠
点
で
あ
る
重
要
な
漁
港
で
あ
り
、

漁
業
活
動
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
内
港

整
備
計
画
に
も
連
動
す
る
重
要
な
事
業

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

長
引
く
社
会
経
済
の
不
透
明
感
等
を

踏
ま
え
、
近
々
の
う
ち
に
こ
の
第
三
次

開
発
事
業
基
本
計
画
の
内
容
の
見
直
し

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

漁
協
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協
議
を
し

な
が
ら
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願

い
し
た
い
。

引
き
続
き
調
査
を

続
け
て
い
き
た
い

質
問
園
町
周
環
境
保
全
の
万
全
を
期
す
た

め
、
肱
川
の
水
質
調
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
住
民
の

H

常
生
活
に
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
り
ぜ

ひ
お
願
い
し
た
い
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
肱
川
の
水
質
調
査

に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
現

在
ま
で
、
長
浜
大
橋
と
白
滝
楕
の
今
一
箇

所
で
毎
月
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
・
浮
遊
物
百
円
ハ
四
一
旦
・

溶
存
酸
素
量
。
水
素
イ
オ
ン
濃
度
・
大

町
村
合
併
に
つ
い
て

放
置
自
動
車
撤
去
条
例

制
定
に
つ
い
て

出
白
馬
壊
ダ
ム
治
水
事
業
に
つ
い
て

民
意
を
考
え
な
が
ら

決
定
す
べ
き

賞
開
:
・
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
す
で

に
行
政
の
方
で
は
合
併
問
題
検
討
会
が

腸
菌
群
数
の
五
項
目
を
調
査
し
て
い
る

が
、
肱
川
は
河
川
に
お
け
る
環
境
基
準

値
の

A
類
型
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
現

状
の
検
査
結
果
で
は
問
題
視
さ
れ
る
よ

う
な
水
質
悪
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
水
質
問
題
は
住
民
生
活
で
も
非

常
に
関
心
の
深
い
問
題
で
あ
り
、
肱
川

水
系
水
環
境
検
討
会
で
の
水
質
調
査
や
、

流
域
市
町
村
で
の
肱
川
清
流
保
全
条
例

の
設
置
な
ど
、
流
域
全
体
で
水
質
保
全

へ
の
積
極
的
な
対
応
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
、
町
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
成
果
を

伴
認
す
る
と
共
に
、
今
後
も
引
き
続
き

調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。

東

事支

ヲム

一
一
一
隅
国
間
同

設
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
当
町
に
と
っ
て
最

も
メ
リ
ッ
ト
あ
る
市
町
村
は
大
洲
市
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考

え
る
か
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
合
併
に
関

し
て
住
民
へ
は
ど
う
い
う
形
で
周
知
し

て
い
く
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
議
会
に
お
い
て
も
合

併
問
題
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
い
た

だ
き
、
議
会
と
行
政
、
町
民
も
含
め
て

今
彼
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
が
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
合
併
を
検

討
す
る
上
で
、
行
財
政
能
力
の
一
層
の

山
上
と
行
政
体
制
の
積
極
的
な
整
備
時

立
を
凶
る
と
共
に
、
今
後
見
込
ま
れ
る

高
度
か
っ
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の

対
応
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
性
や
広

域
的
諸
条
件
等
を
考
慮
し
た
内
治
体
の

再
構
築
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

合
併
の
相
手
先
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

昨
年
十
月
に
県
か
ら
基
本
パ
タ
ー
ン
・

参
考
パ
タ
ー
ン
が
提
示
さ
れ
、
八
幡
浜

管
内
に
お
け
る
合
併
検
討
協
議
会
の
下

部
組
織
で
あ
る
大
洲
巳
喜
多
郡
合
併
検

討
部
会
に
お
い
て
、
現
在
県
の
基
本
パ

タ
ー
ン
に
そ
っ
た
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

報
告
書
の
と
り
ま
と
め
作
業
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
は
、
断
史
や
文
化
、
経
済

状
況
等
の
観
点
か
ら
調
査
・
研
究
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
、
民
意
を
考

え
な
が
ら
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
議
会
の
特
別
委
員
会

に
お
い
て
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
民
意

を
問
、
っ
住
民
意
識
調
査
等
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
に
よ
り
関
係
市

町
村
を
選
択
す
る
の
も
一
手
法
か
と
考

え
て
い
る
。

次
に
、
行
政
部
内
の
長
浜
町
合
併
問

題
検
討
会
の
活
動
状
況
で
あ
る
が
、
合

併
問
題
に
か
か
る
基
本
的
な
方
向
付
け

を
調
査
・
検
討
す
る
機
関
と
し
て
発
足

し
、
議
会
と
合
同
で
の
合
併
問
題
研
修

会
を
は
じ
め
、
「
市
町
村
合
併
調
査
園

研
究
報
告
書
」
の
作
成
に
か
か
る
協
議

等
を
中
心
に
、
現
在
ま
で
七
川
の
検
討

会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
作
業
も
終

了
し
、
近
い
う
ち
に
私
の
方
へ
報
青
が

あ
る
も
の
と
思
う
が
、
こ
れ
を
た
た
き

台
と
し
て
議
会
・
町
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

-6-

検
討
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

置
問
:
-
当
町
の
至
る
所
に
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
白
動
車
が
放
置
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
台
数
等
の
実
態
は
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
放
置
同
動
車
撤

去
条
例
を
制
定
し
強
く
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
欣
置
車
両
の
実
態

で
あ
る
が
、
公
的
施
設
へ
の
放
置
に
増

加
傾
向
が
見
ら
れ
、
特
に
、
旧
町
内
海



岸
部
か
ら
拓
海
地

μ一
に
か
け
て
の
町
山
一

等
敷
地
に
三
十
四
台
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
一
間
車
と
一
認
め
ら
れ
る
も
の

以
外
は
放
置
物
件
に
は
含
ま
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

が
、
交
泊
に
危
険
を
及
ぼ
す
場
合
等
に

は
、
警
察
と
協
一
議
し
、
所
有
私
自
の
確
認

が
で
き
な
い
と
き
は
廃
棄
物
扱
い
と
し
、

行
政
負
担
に
上
り
撤
去
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
し
r
一
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
港
湾

施
設
内
の
放
置
車
川
に
つ
い
て
は
、
そ

の
は
と
ん
ど
が
倉
庫
代
わ
り
に
利
川
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
県
内
で
条
例
制
定
し
て
い
る

の
は
新
居
浜
市
の
一
市
だ
巾
で
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
、
民
有
地
の
取
扱
い
や
一
貸

出
れ
一
四
一
等
大
一
変
難
し
い
問
題
も
ん
ペ
ん
で

お
り
、
今
後
、
他
の
市
町
村
の
動
向
を

踏
ま
え
、
枯
一
一
日
一
説
題
と
じ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

ダ
ム
と
堤
防
に
る

治
水
を
最
俸
先
し
て

質
問
固
園
町
山
見
坂
ダ
ム
建
設
分
水
事
業

は
、
分
水
と
い
う
項
日
が
は
ず
れ
、
治

水
を
重
点
に
置
い
た
計
両
に
見
直
さ
れ

る
こ
と
に
な
ワ
た
。
町
と
し
て
は
一
刻

も
早
い
治
水
事
業
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ダ
ム
建
誌
を
強
力
に
推
進
す
べ
き

と
思
う
が
、
町
民
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。答
弁
(
町
長
)
:
¥
ヰ
成
七
年
に
激
特

事
業
が
採
択
さ
れ
、
耳
在
で
は
十
五
年

に
一
度
の
洪
水
に
対
応
で
き
る
ま
で
の

安
全
度
が
確
保
さ
」
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
桔
来
、
上
流
で
は
堤
防
蛙

備
が
宥
々
と
進
み
、
一
一
一
日
業
と
し
て
適
当

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
円
然
の

遊
水
地
機
能
を
果
た
し
て
い
た
上
流
の

田
畑
咋
が
浸
水
を
免
れ
る
よ
、
つ
に
な
り
、

一
方
、
下
流
の
畏
以
町
で
は
洪
水
の
脅

威
が
増
し
、
河
川
改
修
の
必
定
性
を
桁

感
せ
ざ
ゐ
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
士
た
、
ダ
ム
に
頼
ら
な
い
治
ぶ
が

可
能
で
あ
れ
ば
ベ
ス
ト
で
あ
る
が
、
今

ま
で
の
'
は
然
の
遊
水
地
機
能
に
代
わ
る

も
の
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

確
た
る
も
の
と
し
な
い
限
り
、
沿
川
住

民
の
不
安
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

る
わ
け
で
あ
る
わ
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
現
時
ト
l
d

で
考
え
ら
れ
る
最
一
詰
の
治

水
対
箭
の
内
容
を
流
域
住
民
が
理
解
し
、

同
。
県
と
共
に
#
進
し
て
い
く
合
丘
形

成
が
煮
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
ハ

行
政
に
は
、
住
以
の
生
命
・
対
産
を

守
る
と
い
う
大
き
な
使
命
が
あ
り
、
現

時
点
で
、
で
き
ワ
一
ω
限
り
早
く
、
昨
キ
的

に
も
市
い
レ
ベ
ル
の
安
ん
i

牲
を
求
め
、

治
水
事
業
を
推
進
し
な
け
れ
芯
な
ら
な

い
従
っ
て
、
グ
ム
と
堤
防
に
よ
る
治

水
を
最
優
先
し
、
か
っ
、
将
来
に
残
し

た
い
時
境
を
現
在
よ
り
も
少
し
で
も
良

く
す
る
た
め
の
努
刀
や
喝
ケ
を
惜
し
む

も
の
で
は
な
い
と
芯
え
る
の
が
、
至
-
ー

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

まだ洪水への不安は払拭されていない

j雪iま
省エネ)vギ一月闘です
コンセントに7ラグを差し込んでい

るだけで、電力を消曹すゐ電気製品が

多くあります こまめに主電源を切り、

待機時消費電を

削減しよう
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円
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宇

治
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め

沖

、

水

出

一

一
一
イ
一
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
は
¥
今
一

a

い
ブ
り
は
丸
沈
没
後
、
能
民
ら
ま
問

も
い
ろ
は
丸
が
沈
ん
で
い
る
。
十
数
一

一
光
丸
で
朝
一
一
広
島
県
福
山
市
)
の
£

一

戸

年

前

地

冗

の

人

に

よ

る

引

き

揚

げ

一

一
円
一
入
り
、
桝
犀
清
芹
一
山
門
方
を
一
市
と
が
試
み
ら
れ
た
が
、
船
体
の
一
部
を
一

一
し
て
、
船
の
賠

mt父
渉
が
始
ま
っ
た
。
定
見
し
た
り
ゅ
で
中
断
し
て
い
↓
心
。
一

一
し
か
し
「
徳
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御
-
一
一
家
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の
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が
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た
れ
一

一
勺
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五
十
五
万
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の
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需
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戚
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賑
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一

一
る
、
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紀
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と
の
ま
住
難
航

L
、
つ
い
ろ
は
丸
の
ボ
陥
は
ま
こ
と
に
悲
一

~
い
に
決
裂
、
叫
光
九
は
住
民
ら
を
柄
辺
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
見
方
に
よ
一

一
に
置
い
た
ま
ま
、
長
崎
へ
と
向
か
つ
れ
ば
、
佐
馬
ら
と
同
じ
く
、
新
生
日
↑

一

て

し

ま

っ

た
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本
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と
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事i時期的事敵
子どもの死亡原因のうち最も多いのが「不思の事故lです。その中でも約7割が窒患、次いで溺死、交通事故、転倒。転落の11聞こ芯っています。

子どもの発達。事故例と予防のポイント

福生一一)か画一一面月一一両面- 6か月 7か月 間月 間月 10か月 11 j)¥月 12か月

体在勤口lす

足をパタパタさせる コ『コをhJ 
返予言

を
に
手
中
る

し
の
れ

の
口
入

も
。
を

た
す
の

見
出
も

座る l二う
)J¥eJcr::ものを
つがむ

ち
」

L
竹
リまれυつに

る
呉
す
家
を 人歩をす心

ベッド、ソファー
からの転落

階段からの転落
パキや椅子から
のillü~喜 浴槽への転落

令ナッツ豆類

母親とêQ~平日〕
三人乗り

道でのヨチミLT
U旦.~歩きのとき

入浴時￠事故田町閑閑F一寸繭rアホ伊都吋禰向繭圃晒吋宗T一一一一叫一回叫幽叫雄一二雌斗~-~浴槽，，0)
F 転苦手政

菜子どもの事故は、親や家族のちょっとした不注意で起こるものが大半です。事故を防ぐためには、親の気配りと家族全員が事故防止の認識を深めることが必要です。
※さあ、家庭の中をもう 1度男直してみ苦しょう。

※お詫び…本紙1月号で、〈次回1立、作宅用の栄養@事故防止についてJ)としておDましたが、紙菌の都合により f乳児期の栄養につい
てJI立、 4月号に靖載させていただきます釦でご了蔀ください。

諮問い歯ねt割高、長理町保憧tzソター(宮52~-け什@幅)2 の 95) まで。



A記局副命錦H入場 畏(免 指 警夢
平戚1 年4月から嘩民年盆事務の一連ガ変 り す
。平成14年 4月から国民年金保験料の納
付先力宮市田村か5国へ変霊と拡ります。
地方分権一括j去の施行に伴い、国l( 金の
事務に関寸る取扱いが一部変更となります

国民年訟の第 1号被保険者(下i営業・学生・

無職など)の方l土、 1見在、国民主i三全保険料を

市川H寸へ納付していただいていますが、平成
14年 4月からは国(社会保険庁)が奇行する

納付書によ i)、江主融機関等を直じて国へ納付

していただくこととなります。

ゆ納付窓口が丘二がります。

現在、国此年金保1;剣山ヰ、 dJ町村ご、ξ に指

定された金融関閣寺で納付していただいてい

ますが、平成 I/l年 4月以降は、全国の郵便尚、

銀行、農協、漁協、む用組合、労働金庫、同

民年金基金等にまで納付窓口をま広大し、今ま

で以!ょにo'f.内めやすくなります。また、全国ど

この社会保15食事務所でも納められます。

争口座振替で納付されている方lま
弓1苦続tTご利用できます。

」克在、仁[J半振替により保険料を納付されて

いる }j(土、希望により今までどおり口座振替

がご利用いただけます。平)&14年 2月から 3

月にかけて、社会保険庁より日w振替につい
ての詳しい過会IJ害が送付されますので、ご確

認、く花、さいの

護券市町村の窓口では納i寸でき主主く君。ます。
平成1!1年 4川からは、市町村|司氏年金係の

窓口や納税組合などの納付組尚咋を通じての

納付はできなくなります。

ただし、平成13年度分の保険料に|浪 i)、平
成14年 4月末までは、呪行どおり市町村で発

行した納H書によって納付してください U

;あ「私う「し己先いを 思気たわそん A ----，しいて保いりととで たい . 
JLJ市はな今ん九生まおやえ持ちいのとらあたろい健ま、うきな五。ろ五 i
ま、あ?と守ぱi7'L -1'- --::)士ちが気とちゃっ ωいま室し保とがか月 し年 l

a 、?三ぃ!?三十五九日しが、がきのんー ろしでた健うあなご ん生:

司王」0司手提i4ごえセ芝寄与dZペミ えモ主引宅霊主主弓 ご2j
わ二 L Z;L利j主ZLは で :iE しん聞 B~ が保がほ毎にし需私 こき!
lT7ti 会τ名手亡心、の、 いぎただこち jill健く 、11 もたには ど

て し互義弓ぞか つる 0 かえ Iv ~~中る早を行 υ 行友 が私!
こ てしす~、な人 たと A と云、 てののく過けそき達 あは;
るたゐぁ Lあの ょこちでし c い削を行ごなしづの り

に だ o の r'e;とこ うわヤもたら き大ザき、とくてらこ
ろ もつ、思と にいんこ。や ま J にな、いと しろ;

業 といが友 すら達 一一州一-溺園行方議影駅瀬棚橋劉 Ir先っ たいい年千 ー

で H思るあ達教。なと ・E警醸酒ぽ環器護観 ご生教十じろっ生が休!
寸 11いとりの室 い話 圃醒印鑑盤戦連園側主民連繋議離 もや草月といぱの保み;
。はまきま二に けを 甲駅ナ マー一九時幽日明幽幽門 ら友へのてろい久一位 11子!
i卒流し、すとれて とす I _ い達行持も詰いチ笠間 i

iT号セE4主Z警ゑ げみんな訂中良く て土日すさ手手片足U
iごよ 言問2f 主lミ i 活動できだしたJI ア玉三 fzhEJミrti 
jくう 名白しに つな けい ιか人と年も来

ハうfまな てん ト一一一一一一一一一一一一一一一-j れろぽらたが ~I_:: 来まンI¥

jzz ふZZぞ kz l /jI学8年生 l E長2ぶ2ZZふた21i
;はは ないこも い分 L (12年度人権的集より) ~， f~ 上 L すま子人ハの;
1 己てと、 まか」一一 一一」友:か 0ず(しとが六 !X:
子~で Jちたいに年て生れすて長い L でどす B 教 いとどりともてを友い!
にすいいろ優生い、た。かくまてはうるち宅今けも私友しもくか達っ;
よ o ろでとしみまみのこら思す来、らこャにはな朱 7J'達てうれけのも
かやとすはくたすんはこはえ Lいくとん)I 1 ;~もいしがのいすたてこよ
つつが C げしい。な、ま、た五いろはも、るうといんこたぐりくと iJ
千ばん友まてに戸の周で〉け年しし斗あ、 C と六里学ばとけでしれを瓦;
五りば達しあ、五おり、そと:児、ろり五中と今い校らがれ六てた思派:
山、友つにてげ私らかのがも r の仲なま年ぷも'['，ま生な少どいわに目
玉達て対あたも 、げ人/円ノ¥ ム良話せ生ん、の Li古い[ァも斗ーま 、て早:
すがいしげり年去だzdZL年ぐをんのき子干ヒがと; 、にしは怯え J
tいきてた、下年とぞっ感ド rrJJでし。と〆ノは 夜、。ゃなたげしま;

L ーやで すー

てたもりいのの忠、ざし j公司きと学き話んす プ友だつろ心まく/:.
E フドいいしろ t六つ先、まっ てり校ほを、 o -c達けばう私し戸一日

9-



J替
盤藍2-

11 三~ ~蛮習

， ... ヨ 軍属置 自

めにでおは郵申告書の提
1J¥、期限間近になり

むかねません。確定

平成13年分の所得税命確定申告は、 2月問団かう3月15日までで

ますと税務署は大変混雑し、畏時間お待ちし1ただくようTcJ:L:とに

申告は、できるだけ早めに済ませてください。

確
定
申
告
を
し
設
け
れ
ば

な
ら
な
い

V
尚
業
、
工
業
、
医
業
、
品
業
、
漁
業

な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
人
マ
地
代
、

家
賃
、
配
当
な
と
の
収
入
の
あ
る
人
ウ

ト
ぃ
地
や
建
物
を
有
っ
た
人

こ
の
也
、
平
成
十
一
づ
宇
中
に
各
種
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
某
礎
控
除
・

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
・
そ
の
他
の

所
得
税
除
の
合
計
組
を
超
え
る
人
は
必

ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ

た
入
社
、
も
う
一
任
本
年
の
所
刊
刊
を
確

か
め
て
み
て
下
き
い
c

什
ラ
リ

I
マ
ン
(
給
与
所
伴
者
)
の

所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算

さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
一
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
r

V
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る

人
ヤ
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人
V
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
を
超
え
る
人

手
、
五
肉
川
首
兆
圏
英

司
寸
ィ
J
φ
品中

1
A
U
4
f
苦
闘

納
税
相
訪
期
間
巾
、
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
作
っ
て
い
る
他
の
相
談
者
の
た
め

に
も
正
し
い
申
告
を
早
く
終
わ
ら
せ
た

い
も
の
で
す
。
と
手
な
相
談
を
す
る
に

は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

、っ。ウ
申
告
書
を
確
認
し
て
、
住
所
・
氏
名
・

扶
養
控
除
欄
な
ど
出
入
で
き
る
と
こ
ろ

は
、
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
υ

マ

収
支
内
訳
書
は
、
帳
簿
。
領
収
書
な
ど

か
ら
同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書
の

分
か
る
と
こ
ろ
を
記
入
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

V
関
係
書
類
は
持
参
し
ま
し
ょ

、つ
c確

定
申
告
に感
要
な
冊
一
一
回
類

wv

巾
止
口
ま
い
や
一
お
送
り
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
そ
の
「
申
告
主
口
」

V
印
鑑
(
認
印
)

V
所
得
余
額
の
計
鴛
で
き
る
帳
簿
記
録

な
と
wv
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
、

「
源
泉
徴
収
面
一
己
ヤ
医
療
控
除
を
交
け

る
人
は
、
「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
と
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

の
岬
細
書
L

V
社
会
保
険
控
除
の
あ
る

人
は
、
「
国
民
健
一
民
保
険
、
国
民
年
金

な
ど
の
支
払
の
明
細
書
」
す
牛
命
保
険

料
拒
除
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
「
支
払
保
険
の
証
明
吉
」
す
住
宅

借
入
金
等
特
別
搾
除
を
受
け
る
人
は
、

「
性
正
直
一
ご
「
家
屋
の
去
記
簿
謄
本
」

「
売
買
契
約
書
又
は
請
負
契
約
苦
の
写

し
」
「
住
宅
取
詞
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
町
音
」
な
ど
V
雑
損

控
除
を
受
け
る
人
は
、

「
被
害
を
一
一
党
げ
た
住
宅
。
家
財
内
証
明

書
」
な
ど
を
必
ず
お
忘
れ
な
く
持
参
し

て
く
だ
さ
い

申
告
書
の
理
出

確
定
申
告
書
ほ

ご
自
分
で
記
載
し
て

郵
送
に
よ
る
提
出
を

大
洲
間
務
署
の
窓
口
に
は
、
分
か
り

ゃ
す
い
「
確
定
巾
山
の
手
引
き
」
等
を

備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

を
参
考
に
、
で
き
る
だ
け
ご
円
分
で
記

載
し
て
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
疋
さ
い
。

ま
た
、
土
即
日
・
日
曜
U
は
休
み
で
す

の
で
、
休

H
の
中
山
吉
等
の
提
山
に
は
、

時
間
外
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
し

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
「
時
rU申
告

の
手
引
き
」
等
は
、
役
場
税
務
課
に
も

備
え
付
け
て
い
ま
す
の

AV¥
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

-l()-

定
率
減
税
の
摘
要
"
を

お
志
れ
な
く

平
成
卜
三
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て

も
、
定
率
一
蹴
税
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

¥、
l

所
個
得
税
の
申
告
書
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

様
式
春
一
一
種
類
に

。
確
定
申
告
書
A

申
告
す
る
所
得
が
給
与
所
作
、

年
金
な
ど
の
雑
所
得
、
配
当
所
得
、

一
時
所
作
だ
け
の
方
が
使
出
で
さ

る
巾
冴
吉

。
確
定
申
告
書
B

所
得
の
相
剰
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど

な
た
で
も
他
用
で
き
る
申
告
古

用
紙
、
が
A
4
サ
イ
ズ
に

用
紙
、
が
二
枚
に

一
配
齢
制
欄
を
整
理

分
離
課
視
用
恕
ど
が
別
表
記



青
色
中
止
け
を
す
る
方
に
は
、
所
得
の

計
算
な
ど
で
多
く
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

青
色
申
芹
を
利
用
さ
れ
る
に
は
、
指
円
色

昨
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
二
一
川
十
五

日
ま
で
に
、
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
税
務
胃
に
川
提
出
し
て
恭
認
を
党
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
c

:子麗 ぇュ大
智内還娠変
l'寸替{要
三誌ベ金志向利
j悶)2YFJJ恕
陸最組
J辰 Iま吊
遮ぷ也

所
得
杭
の
納
税
の
方
法
に
、
銀
行
な

ど
の
預
貯
金
口
厩
か
ら
振
替
に
よ
っ
て

納
税
す
る
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
場

合
に
は
、
預
貯
金
先
の
金
融
機
関
又
は
、

所
轄
の
税
法
暑
に
「
民
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
送
付
金
そ
そ
け
取
る
場
合
に

は
、
早
く
て
安
全
確
実
な
預
貯
金
口
座

振
込
を
利
市
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
ぐ
は
、
大
洲
税
務
署
(
舎
二
回
l

=
二
一
五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い
。

⑮ 

信者
置も
恒
の
事

iぷ

改
l

成
十
四
年
度
町
・
県
民
税
の
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
一
ヱ
月
十
亙
日
ま

で
で
す
の
で
、
期
限
内
に
お
忘
れ
な
く

中
在
し
て
一
さ
い
ヶ

高
止
ロ
を
し
芯
け
れ
ば

な
5
恕
い
人

守
成
十
同
年
一
月
一
川
現
在
、
長
浜

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次

の
よ
う
な
人
は
、
町
。
峠
員
税
の
中
小
一
口

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ヤ
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

V
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家
賃
、

地
代
等
の
収
入
の
あ
る
人
V
勤
務
先
か

ら
い
如
与
支
払
い
報
告
書
を
提
出
き
れ
な

い
人
マ
給
与
所
得
以
外
の
人
で
、
営
業

や
品
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
人
、
ま
た
は
、
雑
所
得
、
副
業
、
内

腕
等
で
平
成
卜
三
年
巾
に
所
得
の
あ
っ

た
人ヰ

昼
間
に
必
要
本
書
類

V
町
・
県
民
税
の
申
合
書
(
役
場
同
議

E

烹
否
で
す

課
ま
た
は
申
也
口
会
場
に
あ
り
ま
す
。
)

守
給
与
所
得
ま
た
は
年
余
の
場
合
は
、

源
泉
倣
収
市
一
ポ

申
告
を
し
恕
か
っ
た
場
合

町
a

県
民
税
の
申
告
を
し
な
か
う
た

場
合
は
、
推
升
川
で
課
税
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
民
健
一
服
保
険
税
与
の
軽
減
措

E

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
目
悦
の
確
定
申
告
を
u
ぐ
れ

た
人
は
、
町
・
県
民
税
の
巾
貯
を
す
る

必
去
が
あ
り
士
せ
ん
の
で
、
お
問
迅
い

の
な
い
よ
う
に
お
騎
い
し
ま
す
っ

な
お
、
所
得
税
、
町
岡
県
民
税
の
申

告
相
談
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務
謀

(
官
五
ニ
l

一
一
一
一
・
幅
二

O
四
ご

へ
お
問
い
合
わ
並
ぐ
だ
さ
い
。

税枯渇談

容の訂正!こ
~大洲税務署長~

十司

J主事

昨年の「広報ながはま11月号Jに拐載い
た t!いた、「納税証明書を詰求きれる皆き

ま }fへ」の l記事中、「お 1，問しミ合わせ」うiじの

電話番号に記u りがありました J

次のとおり罰正してお詫ひいたします。

※誤りの電話香号は、市内通

話料金ご間務村i誌室松I[I分

室または高松国税局税務相

談室につながり、税務相談

ができる竜話た号で寸 f

E閣総署回世困惑
: ~ii"堅金品~ F酷嗣開。Wi品脚需品 ; 

rタグタヌアふノず一七)
タックスアンサ」は、身近な税金μつい

lてコンピュータがお答えするサーピスで、

d喧言舌。J<'AXロインターネ、ゾト-携市石言舌

:でご:y-中無休24時間御利用いただけます。
j 電話のタックスアンサーを利用する際に j
必要なタックスアンサーコード去は、税務'

苦や，IJ町村役場及びT[}j仁会の窓口に置いて;

ありますが、 FAX (コート吾弓0010) や i
' インターネットでも入手できますの E 

: [愛摂地域oタックス ~ 
iアンサー電話番号089・ よゴごしJλ人

P ノ -cし l，" I 
: 921司7799.] l FAX~-~" も)~\_

~存，"\'l苛_/，.-rl !， L "1 
Eインターネットのホー 冶サず り fそ了/

iムページアドレス htt r'、山υ1=tベ 1
: p: //www.taxanser.nta.ァグ吉野J 島三千-，
go園jpユ 供一軍Y 主主主〉 i
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野
今年の 2月 1日から、「道路運送法の一部を改正する法律」

が施行され、乗合パス事業(路線パス)については、各路線 伊予鉄南予パス長浜営業所

への参入や撤退が自由になります。

長浜町内では、長浜~大11十|線・長浜~磯崎線・長浜一君1)中線ー長浜~豊茂線の 4路線を伊予鉄

南予パスが運行されておりますが、いずれも乗客が少なく赤字路線となっております。

現状では、各路線とも守活維持路線として運行されることになっておりますが、中には、 1日

当たりの乗車人数が数人と、本当に沿線住民の皆さんが必要とされている生活路錦であるかどう

かが問われている路線もあります。

今回の法律改正に1'1'-い、県の生活交通パス路線維持確保対策の採択基準もートげられ、長浜町で

は補助対象路線さえも無くなるのではないかと心配しております。

このようなことから、町民の皆さんが""スを利用して頂くことが、パス路線の維持を圏り、そ

れそ:れの生活の是や利便性を確保する事{こえEりますので、今後とも、より一層パスを利用するこ

とを心、長|、けーましょう。

愛護票溝費者
アドパイザーが
決ま静ました

~消費生活で困った
ときは、お気軽に

ご相談ください~
愛媛県では、「愛援県消費者

アドバイザー」の皆さん(県ト

150人)に、地域において消費

生活に関する情報を提供したり、

悪徳商法や附品トラブル、物価

など様々な消費者問題について、

地域と行政を結ぶパイプ役とし

て活動していただくこととして

います。

皆さんの身近に消費者問題が

生じた場合などは、お近くの消

費者アドバイザーさんにお気軽

に声をおかけください。

なお、長浜町のアドバイザー

さんは次の 2人で、任期は干成

13年11JJ1日からミド成15年10JJ

31 LIまでです c

。菅野里子さ
(長浜:52-0902) 

O村上宣子さん
(長浜:52-0645) 

"固園.，園田固 l聞偲園 I国間四国司固 l回 m"，園田沼恒国園田園園，_-圃 l圃 E 園 l圃固岡田温圃四回固 l園開園，_嗣.，四四園 l園園園 '1

麟
思 (域週間)

自j竃もみじさまつり鰻彰会
11月18日に実施された「白滝もみじまつり撮影会」の審査

会が、 1月10I Jに白滝公民館で、行われ、応募のあった169点

(58人)の中から、次の23点が入賞しました。(敬称略)

討憧薦〕
紅葉に映えて(坂本登ー城

辺Z回T)

Eキ寺 i璽〕
秋彩(米田古雄-八幡浜市)

帰り道(他田義降-内子町ー)

E入選3
まなざし(大久保主主義・八

幡浜市)ひとみ(鴻ヒ卓夫・

新民浜市)いっしょに行こ

うね(寒川ヒロシ・松山市)

るり姫(芝中辰明・松野町)

秋を感じて(仲川幸延・宇

和島rrn香りたつ(堀内ち
はる。松山rrn秋(宮岡稔-
松山市)魅惑のまなざし

(柚ノ木秀男-松山市)彩りの笑顔

葉の頃(米津豊ーイ芳子市)

日圭{乍]

推薦作品:紅葉に映えて

(好崎光象。上老松)紅

艶(青野義則ー松山市)るり姫まつりの日(亀l崎巽・中山町)

和服の女(近藤茂夫-新居浜市)秋彩(J二'1'金弘・八幡浜市)
'01白滝と紅葉(末光則夫ー松山1[1)彩る白滝(武井寛喜・

松山市)落下(竹内義次・長浜)紅葉とあそぶ(豊玉通博ー

宇和島T!J)斜陽(萩尾正寿-砥部町)燃える秋に(松本隆平・
松山市)

~，固園田l 凶lIIl ='''' "" ""'"園田l 固 E 問団盟国，.園四J回目圏【
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念日も会館だより

第3困大手口窯嗣芸
グループ作品展

大和窯陶芸グループの皆さん

による焼き物作品が、約80点展

示されます。

皆さん、ぜ、ひご鑑賞ください o

E期間] 2 月 9 自 ~17 日(月曜

自体館司午前 9時~午

千三t5 fI寺)

E場所1ふれあい会館ギャラリー

第7回
どろんこの詩展

固悼';0;'占~:::邸~:;~:抑:~::~:;~~~::ぷ:::::園主張~~;:;::銃器;:~~:・王室部:・:::::主~:a園時現:~~:~;:;~::捜部浪部正直右語翻括提宝臨語訳現在錦話回現在留抱控?

iあなたを待っている人ガ、います
j 骨髄パンクに登録を!

毎年6000人の方が、突然、

白血病などの血液難病にかかっています。

「骨髄液の提供(骨髄移植)J というあなたの善意が、白血病や

重症祥生不良性貧血などの血液難病患者さんの命を救います。

骨髄移植を成功させるためには、患者さんと骨髄提供者(ド

ナー)の白血球の型 (HLA型)を A致させる必要があります。

これが一致する確率は兄弟姉妹聞で 4人に 1人、これ以外では

数百人から数万人に 1人とまれなため、まだ多くの患者さんが

骨髄移植を受けられないでいます。

全国でドナ一号録30万人を日標に、骨髄パンクへの登録を呼

びかけています。

愛媛県では、「骨髄パンク登録窓口」を次のとおり開設してい

ますので、 20歳から50才までの健康な方の登録をお願いします。

登録は腕からの約10ccの採血で、済み、費用はかかりません。

(野村学田生作品麗) [骨髄/...ンク董録窓口〕

7 lill目を迎えるどろんこの詩 ※事前に予約をお願いします。

展。今回も、野村学園の園生が O八幡浜中央保健所田町明開設闘は火曜

豊かな感性と表現力で創作した 自(八幡浜市北浜1ふ 37:宮0894-

詩集や版画詩、繭団扇などが多 22-4111) 

数展示されます。 O愛援県骨髄データセンタ一個開・開設
E期間] 2 月 20 困 ~3 月 3 日

日iま、月曜日と水曜日(松山市高
(月曜日休館園午前 9

岡町80-1:晋089-973-0700) 
時~午議 5時)

f 詰主::~:す泣接持::iFZ::がす討:~~::::坦::~~~~::::::::::::::宮古守:::::す'::::::::::~::::::寸寸オ苛主;.:.:.:・:::::::::::;:;::::主?持 A

E場所1ふれあい会館ギャラリー
警鼠c~~;~:;~~~i;W:~鶴翻繍鱒翻翻凶器論議室平長抑制局 18から
ミ大法制嘉{建買奇からの ミ 小聖書詰費量的登録朝震が始まります

• a信類。世 「小型船舶の登録等に関する法律」により、漁船等を除いた総

女性の健康相談
i日時] 2月 21日(木)

午後 4 時~5 時

{場所}大jJト|保健所

思春期保健相談
[ I 1時] 2月 2 8日(木)

午後 1 時~4 時

{場所l大洲保健所
※上記、ともに要電話予約。無

事斗o

Eお問い合わせ圃予約先〕
大洲保健所(宮 24-3165)

まで。
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トン数20トン未満の小型船舶は、登録が必要になりますの

登録することにより、その所有権を公証しようとするもので、

夜録事務は日本小型加舶検杢機構が行います。

登録は、施行日 (H.14.4.1)以後初めての船舶検査の時期まで

に行うことになります。登録T続は船舶検杢にmせて行うことが
できます。

Eお間L、合わせ1 日本小型船舶檎査機構(宮03-3239-0821)まで。

;泰 子日備報です ~長浜町立図書館~

書名 著者 l : 

。あしたはうんと速くへいこう 角田光代

。もどりの春 阿久悠

O小説 11-'江藤間(上・下) 責門冬一

。肯出松陰(上) 量;門冬

成田和子。カンタンキャラクターベんとう
E 

』開目冒園司冒園田園田=- ~.....白歯固回国 E 園園田- -周回司園園田園園田 E 園面泊目皿圃園田園固園田回国曲目園田国---圃園田圃園田園園=~~.....-=.!I



理璽臨凶

開設に向けて工宇を進めています長護老人

ホーム「山山園」は、 4月 1EIから、養謀者
人ホーム「さくら苑」と名称を変更してオー

プンします。

また、併設する「デイサービスセンター」

「在宅介護主援センターj を合わせ、 3つの
施設を総称して、「王子ヶ丘高齢者総合福祉

センター」という名称になります。

長浜町では、この iL (~ぅ丘高齢者総合福
十If センタ ~J を高齢者相祉の拠点施設として、

さらに問視の充実を甘指しますい

判
し
い
施
設
に
は
、
従
来
の
養
護
老

人
ホ

l
ム
(
利
用
定
員
一
九
十
人
)
の
ほ

か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
定
員

二
十
五
人
~
と
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
が
併
設
さ
れ
ま
す
。

令
養
護

~A 
く;i;
bl 
('sム

六
十
九
一
夜
以
上
の
高
齢
者
で
、
身
体

上
、
新
村
上
、
環
境
仁
の
問
題
が
あ
り
、

か
っ
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
で
、

自
宅
に
お
い
て
生
活
す
る
こ
と
が
困
雑

な
H
が
入
所
で
き
る
施
設
で
、
居
室
、

静
養
室
、
食
堂
、
町
一
ほ
、
集
会
主
、
浴

室
、
洗
濯
室
、
理
容
主
な
ど
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

テ
イ
サ

i
ビ

ン
タ
i

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
、
寝
た
き
り

や
虚
弱
な
力
が
、
可
能
な
限
り
在
宅
で

生
活
す
る
場
合
、
本
人
の
社
会
参
加
や

心
身
の
機
能
の
維
持
及
ぴ
、
家
放
の
吋

体
的
・
精
神
的
負
叫
一
の
軒
減
を
図
る
た

め
の
施
設
で
、
立
主
、
機
能
回
復
訓
練

室
、
介
護
者
教
室
、
キ
般
浴
室
と
特
殊

浴
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
広
々
と
し
た
一
般
浴
室
で
は
、

シ
ェ
ッ
ト
風
目
、
ド
《
一
品
風
呂
、
打
と
什
一

湯
、
暖
ま
り
一
昨
と
、
パ
ラ
i

テ
ィ
に
富

ん
だ
お
風
呂
か
楽
し
め
ま
す
。
特
殊
一
昨

穿
に
は
、
車
椅
子
で
も
利
用
し
ヤ
す
い

い
た
わ
り
日
用
や
、
出
る
姿
勢
の
保
て

な
い
方
も
安
心
し
て
託
峰
に
入
浴
で
き

る
特
殊
市
桝
会
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
運
営
は
、
長
浜
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
行
い
ま
寸
。

ぬ
ゆ
在
宅
介
護
支
場
セ
ン

y
i

在
宅
で
い
門
川
柿
者
を
介
書
さ
れ
て
い
る

方
の
、
介
詫
に
関
す
る
粒
合
的
な
相
談

を
お
A

一
党
け
し
、
ニ
ー
ズ
に
あ
一
ハ
た
保
健
・

出
祉
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に
乏
け
ら
れ 日常動作訓練室(デイサービスセンター)

14 

一時宣浴室(デイサービスセンター)

る
よ
う
、
川
ζ

山
係
機
関
と
の
辿
絡
調

整
を
行
い
ま
す
c

各地殻の完成は、 1月末となっ
てい手すが、その後、偏品の整
備などを行い、 4月l日開設に
向けて準備を進めてけますro

iお問い合わせ]
役場保健介護課(盛52-1111.情)
または、在宅汁護支f長官ンター(霊堂52聞
2892圃(者)51関)宮ア、。



ご成人おめ亡とうごぎし

成人昔1
1月間菌、中央公畏館:夫ホー凡で平成14

年成人式が開撞さ札、国7内の新成人者~H5 
人(男与59入、女子59人)がめでた〈大人
の仲間入りをLました。
なお、新成人者の氏名i立次のとおりです。

(敬称略)

4タミミ冶泣5づ砂

高
橋
芳
和
、
島
旧
倍
、
石
村
メ
ヘ
ラ
ン

刊
達
明
美
、
浦
上
な
ぎ
さ
、
坂
本
忍

横
山
広
美
、
四
阿
宏
、
西
岡
仲

一
束
孝
治
、
目
別
潤
、
桜
川
智
行

ト
中
子
代
、
山
田
尚
子
、
福
田
氏
皿
通

A

一
宮
彩
、
ト
」
田
恭
菜
、
怯
本
佳
子

ぃ
《
仙
司
、
松
川
川
優
、
己
川
裕
子

高
津
希
美
、
和
田
一
ゲ
貴
恵
、
矢
野
誠
、

久
保
慎
吾
、
収
勇
一
郎
、
山
本
花
紀
P

寸

中
川
裕
子
、
川
上
将
定
、
清
水
徹

大
心
猛
、
川
井
飛
鳥
、
一
社
上
美
晴

昨
日
陽
子
、
出
回
心
、
泉
原
秀
太

山
崎
駅
也
、
神
田
米
米
、
兵
頭
回
一
一
美

山
十
川
吉
祐
輔

大
井
出
t

美
、
良
一
雌
朱
甲
、
出
井
一
冗
此

池
田
慎
也
、
一
円
凹
育
美
、
玉
川
喜
沙

亀
井
さ
っ
き
、
子
同
竜
子
、
矢
間
下
春

増
田
智
樹
、
桑
野
拓
、
玉
井
和
成

山
本
沙
織
、
王
井
和
幸
、
川
市
水
み
よ

菊
地
さ
や
か
、
有
友
博
麦
、
玉
井
恵

高
僑
令
、
坂
旧
技
、
松
旧
径
子

園児による花束贈呈

出
海
小
百
合
、
垣
見
光
恵
、
章
一
一
松
呂
志

二
古
彰
良
、
井
上
亜
哉
、
旦
田
章
浩

山
口
祐
喜
、
畑
山
祥
太
郎
、
王
井
幸
弥

谷
口
孝
三
郎
、
尾
上
敏
昭
、
畦
仲
介

荒
ぶ
恭
子
、
危
阿
良
美
、
井
よ
琢
也

背
元
晃
子
、
山
口
郁
恵
、
泉
田
英
町
一
香

石
川
牧
子
、
中
川
公
司
、
古
川
附
麻
衣
子

日
野
敬
也
、
矢
野
存
子
、
一
一
宵
広
江

上
旧
一
件
、
横
山
裕
司
、
日
野
こ
ず
え

新
保
チ
、
細
川
誠
一
郎
、
上
出
友
紀

馬
場
渚
、
大
西
琴
美
、
久
井
宏
指
一

い
い
司
吋
ι
1
U
」
F
4

、

」
」
ロ
ド
ヂ
末
、

Iμ

山
口
秀
人
、
清
水
春
菜

意見発表を行う尾上敏昭さん

意見発表を行う有友博美さん

増
本
一
本

Fr、
神
野
奈
津
子

情
本
猪
h

九
生
、
門
問
主
芥
、
世
/
仁
香

恩
地
正
祐
、
松
本
亜
美
、
福
村
泰
史

久
保
剛
宅
、
白
石
貴

E
、
高
石
昨
一
吉

田
中
沙
也
佳

久宇
イ呆二部
11多古
今来
斗と

西
UJ 

山
本
7仕

山
内
裕
子
、
山
川
j

的
大
介
、
卜
満
佳
乃

堀
井
太
郎
、
同
花
貞
則
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.~-一 円盟再認警璽-騒開撃私君臨;議長開一嘉題 、、~__U I~ 

! ~轄の開艶蕗盛時監翻わE完成 i
i (財)山j台総合センターのごゴミュニティセンター助成事業「半 i
成13年度の宝くじの施設件備助成'Ji業)により、昨年の芯月から!
整備在進めていました下三子コミュニティーセンターが、 11月26日 1
lこ右成し、 12刀14日から供用間前となりました。
下三|サti，Iくでは、日召和45年に建築した集会所を地杭活動の拠点、と i
Lて、各程プミュニティー活動を展嗣して与ましたが、拍設の老 i
朽化と世帯数の者しい増加等により、拠点としてのI刑!J-J の I~(nを 1
米たす事が山来なくなっていたため整備したもので、待望りコミコ j
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n'とな-)ています。
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2002 2 月 15 日~ 3月14日

事、しのzクルシダー
日 曜日 行 事 名 I易 所 時 間

15 金 有害ごみ収集日

17 日 第21回芸能発表会 中央公民館 10:00-

水
社会保険事務所出張相該日 長浜町商工会 9:00-11:30 

20 
びん・缶収集日

22 金 粗大ごみ収集日

24 日
第3回生涯学習のまち

中央公民館 13:00-
づくり推進大会

26 火 不用犬収集日

水
ベットボトル・発泡

27 
スチロール収集日

3/1 金
古紙・紙パック収

集日

5 火 人権相談 町体育館和室 10:00-15:00 

6 7}く びん・缶収集日

育児サークル・歯 10:00-11 :30 

木
科相談

保健センター7 
1歳6か月友び3 13:00-13:30 

歳児健診

社会保険事務所出張相該日 長浜町商工会 10:叩-15:30
8 金

燃やさないごみ収集日

13 水
ベッ トボトル ・発泡

スチロール収集日
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白下下
須須
滝戒戒

達三慶抑制
藤 と弥 ゃ磨ま

上山芝
田本

2002年の 2月の暦を聞くと、 2月 3日の節分の文

字が自に付く。季節の変わり目で、立春 ・立夏・立

秋・立冬の前日である。

この夜は、全国的に招福の行事として豆まきをす

る。 また、ヒイラギの枝に鰯の頭を刺 し、戸口に挿

したり、悪臭を発するものをいぶして、邪霊の侵入

を防ぐまじないをする。一夜明ければ暦では立春。

今年は 2月 4日。寒気は厳しく 、春の到 来は 3月中

旬頃である。

春一番は、立春が過ぎて一番初めに吹く暖かい南

からの強風のことで、 春の到来を告げる。一方で、

この強風が海難事故や雪崩、フェーン現象による大

火事を起こすこともある。春二番・春三番と強風が

吹き荒れるごとに春は深ま り、気温も急ピ ッチで上

昇する。気象庁で風速8メートル以上のものを春一

番という 。西高東低の冬型の気圧配置に代わって移

動性の高気圧が通過するようになり 、「菜種梅雨」 が
しゅノνり/、，

到 来する。大体3月中旬頃からが普通で、ある。春霧 ・

春の長雨 ・春雨ともいわれる。

この頃には、大陸の高気圧が北日本に張り出し、

日本の南岸には前線が停滞、 その上を低気圧が東進

する形となる。「春に 3日の晴れなし」といわれるよ

うに、 4月の天気は変わりやすし、。 これは、移動性

の高気圧と低気圧が、 日本列島 を頻繁に通過するた

めに走塁こ るもの。

ところで、変わりやすいものの例として「女心と

秋の空」 というが、気象的に見れば、 むしろ「春の

空」の方がふさわしu、。 もっとも、古くは「男心と

秋の空」 ともいったので、 どちらの心 が移ろいやす

いかは、また別の問題である。

「八十八夜の別れ霜」。立春から数えて88日目、関

東以西では霜の降る最後の日という意味もあるが、

桑や果樹の新芽や若葉が霜で枯れるのを警警告した言

葉でもある。気まぐれな春の天候には、農家の方 々

は油断はできなし、。一般家庭の食卓を守ってくださ

る、農家の皆さんの汗の結晶の農作物は感謝して頂

戴せねばなるまい。
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順宗

人口・世帯数のうごき

12月末現在 育方月とσコ上lニij(X

9，601人 18人減
A 口 (男 4，530人) (男 7人減)

女 5，071人 女 11人減

世帯数 3，588t止有干 7世帯干減
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